
【別紙様式１】
大分市立大分西中学校　学力向上プラン１（８月）

学校教育

目標
「人間性豊かで知性にあふれ，心身ともにたくましい実践力のある生徒の育成」

育成を目指す

資質・能力
・確かな学力の定着と向上　　・「人間性豊かな」生徒の育成　　・たくましい実践力

学力に関する達成指標

学力状況について 学習状況について

生徒

の

課題

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題 　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
○全国学力・学習状況調査（国・数・英）の正答率は、全ての教科で4pt
以上全国平均を上回った。
○大分県学力定着状況調査（５教科）の正答率は、全ての教科で9pt
以上目標値を上回った。
○正答率５０％以下の生徒が、２年２５人、３年４０人（いずれも各教科
平均）と二極化の傾向が強い。

○大分県学力定着状況調査における主体的に学習に取り組む態度の
項目において、全ての教科が10pt以上全国平均を上回っており、特に
英語は22.8pt、数学は16.9ptと学習意欲が高い。
○知識・技能について、全国学力・学習状況調査では全ての教科で
5pt以上、大分県学力定着状況調査でも全ての教科で11pt以上、全国
平均を上回っている。
○思考・判断・表現について、全国学力・学習状況調査では全ての教
科で4pt以上、大分県学力定着状況調査でも全ての教科で9pt以上、
全国平均を上回っている。

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）
○ノーチャイムによる主体的な行動をとることができている（「『ノーチャイム』による2分前着席を行った」９７％）。
○学習態度向上プロジェクトをはじめとした生徒主体の活動を行い、高い意識で授業に取り組むことができている（「『今日のめあて』を理解し、
積極的に授業に参加した」９３％）。
○コロナ禍が落ち着き、理科の実験や話合い活動での班活動に積極的に参加することができている（「授業が分かりやすい」９２％）。

指導

の

状況

１ 組織的な授業改善の取組状況

○「『ノーチャイム』による授業１分前入室を行った」と回答した教職員９６％。
○「『今日のめあて』・『振り返り』を提示し、１時間完結型の授業を行った」と回答した教職員９６％。
○「『UD・生徒指導の３機能』を取り入れた授業を１単元１時間以上実施した」と回答した教職員９６％。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況

○個別の補充学習を全学年で実施（定期テスト前にステップアップ質問教室を開催・夏季休業中に寺子屋学習実施など）。
○「毎日ノート（担任）、学習ノート等の点検活動を継続的に行った」と回答した教職員９１％。
○パフォーマンステストの実施と生徒へのフィードバック。

○「振り返り・まとめ」を生徒自らの言葉で書かせる授業の実践率９０％以上
○「『UD・生徒指導の３機能』を取り入れた授業実施９５％以上
○「授業が分かりやすい」と回答する生徒９５％以上、「『今日のめあて』を理解し、積極的に授業に参加した」と回答する生徒９５％以上
○全国、県、市による学力調査で、全国平均値＋１０pt。
○生徒による授業評価アンケートを毎学期末に実施（年３回）。各項目の平均値が全項目３．５以上。

今後の

具体的

な取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉
<テーマ> 確かな学力の定着と向上を目指し、新大分スタンダードに基づく授業づくりと評価

<重　点> ○授業と評価の一体化、知識を活用した表現活動による基礎基本の定着と学力向上

○新大分スタンダードを取り入れた主体的で協働的な学び

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉

○全教科の単元作成と評価内容表の作成、授
業と評価の一体化
○表現活動（パフォーマンステスト）を年３回、
全教科で実施

○新大分スタンダードを取り入れ、UD・生徒指
導の３機能を意識した授業展開
○下位層の生徒への個別指導
○タブレット端末を用いた基礎・基本の定着

○懇談会で長期休業中の宿題内容を知らせ、
計画表チェック等の協力を要請
○年４回のオープンスクールの実施
○「保体科通信」の発行

○補充学習の実施（全学年の基礎基本問題の指導、放課後等に個別学習の実施）
○ICT実践の工夫（個別学習と表現活動時における各教科による実践例の共有を図る）
○ペア活動や４人班の協働学習の取組の実施（意見交換、説明、プレゼンテーション等の実施）
○朝自習や西中タイムの取組（１年：読書、２年：読書→問題集、３年：問題集）
○教え合い学習ができる学級集団作り（西中人権宣言・ふれあいタイム（隔週実施））
○タブレット端末の持ち帰りによるデータベースを用いた基礎・基本の定着

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

○具体的な評価基準に基づく確かな見取りと
生徒への還元
○教科部会年３回以上実施、パフォーマンス
テストの内容や評価基準の確認

○「UD・生徒指導の３機能」を取り入れた授業
を１単元１時間以上実施する教職員９５％以上
○『今日のめあて』『振り返り』を提示し、１時間
完結型授業を行う教職員９５％以上

○宿題の状況に応じた保護者への連絡
○保護者へ「すぐーる」による学校評価アン
ケートの実施
○小中合同研修会年２回の開催

〈検証指標〉 〈家庭・地域の検証指標〉
○「『今日のめあて』を理解し、積極的に授業に参加した」と回答する生徒９５％以上
○「授業が分かりやすい」と回答する生徒９５％以上
○「授業で分からないことがあるときは、先生方に質問できる」と回答する生徒８０％以上
○「毎日ノートやワーク、課題プリントを期限内に提出できた」と回答する生徒８０％以上

○学校評価アンケートの実施

【授業改善以外の学力向上の取組】
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